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↓ 開会のあいさつをする戸嶋町長

7 月 29 日に、福井県美浜町・琵琶湖北西地域道路整
備促進期成同盟会の総会がはあとぴあで開催されました。
　この同盟会は、新庄地区から滋賀県高島市マキノ地区
までの道路整備を目指すもので、原子力災害時の避難道
路や県境をまたぐ交流促進等の効果が期待されています。
　総会後には、原子力防災をテーマとした基調講演が行
われ、参加者は同道路の必要性を再確認していました。

新庄・高島間の道路整備を目指して

道路整備促進期成同盟会総会

↓啓発活動を行う三方五湖水面等利用協議会員たち

8 月 5 日に、三方五湖水面等利用協議会員等による
啓発活動が三方五湖周辺で行われました。
　この活動は、プレジャーボート等の安全航行や事故防
止を図るため、三方五湖水面等利用協議会が企画・実施
したもので、会員等約 40 人が参加しました。
　会員たちは、マリン事業を営む事業者等に啓発物を配
布し、安全な湖面利用を呼びかけていました。

安全・安心な水面利用を

三方五湖水面等利用協議会啓発活動

↓ 竹灯篭を制作した佐田伝統文化保存会の中道健三会長 ( 左 ) と
　美浜東小学校の児童たち

7 月 19 日に、佐田伝統文化保存会がカッパのイラス
ト入り竹灯篭を美浜東小学校に寄贈しました。
　この取り組みは、佐田伝統文化保存会が佐田に伝わる
民話 ｢ 河

か っ ぱ

童の詫び証文 ｣ の PR を目的に、児童が描いた
カッパのイラスト入り竹灯篭を制作・寄贈したものです。
　佐田伝統文化保存会の中道会長は ｢ カッパの民話を
知ってもらい、継承してほしい ｣ と話されていました。

佐田伝統文化保存会から美浜東小学校へ

カッパのイラスト入り灯篭を寄贈

↓ 優勝を報告した美浜消防団第 2 分団第 7 部 ( 山上 ) の石丸翔一
部長 ( 前列左から 2 番目 )、田邉貴史班長 ( 前列右から 2 番目 )、
金田桂汰団員 ( 前列右 )

7 月 25 日に、第 72 回福井県消防操法大会の優勝
報告会が町役場で行われました。
　大会には、ポンプ車操法の部に第4分団第1部(早瀬)、
小型ポンプ操法の部に第2分団第7部(山上)が出場し、
第2分団第7部が美浜消防団として初優勝を収めました。
　報告会で石丸翔一部長は ｢ 支えてくれた家族や消防署
員のおかげでいい結果を残せた ｣ と話されていました。

美浜消防団として初めての快挙

福井県消防操法大会優勝

↓鋭いアタックを打ち込む子どもたち

↓ 粟谷正光さん ( 雅号 : 大雲道人 )( 中央 ) と入賞作品 ｢ 露堂々 ｣( 右 )

7 月 12 日に、世界公募展ル ･ サロンで10 回連続入選
を果たした粟谷正光さんが町役場で受賞を報告されました。

この公募展は、世界最古の公募展で、世界各地から多
くの作品が集まる美術の登竜門となっています。
　この日は、10 回連続入選を記念し作られた全入選作
品収録の作品集が町に寄贈され、粟谷さんは ｢ だるま絵
を通じて禅の心を味わってほしい ｣ と話されていました。

だるま絵を通じて禅の心を味わってほしい

ル・サロンで10回連続入選ル・サロンで10回連続入選

美浜町子ども会ミニバレーボール大会美浜町子ども会ミニバレーボール大会
夏の暑さにも負けない熱戦

　7 月 17 日に、美浜町子ども会ミニバレーボール大会が総合体育館で開催
され、各地区の子ども会から合計 17 チーム、約 160 人が参加しました。
　子どもたちは、日頃の練習の成果を発揮し、息の合ったチームプレーを
披露していました。大会結果は次のとおりです。

男子の部 優勝 南市レッド★スターズ メン

女子の部 優勝 東 4 区 best memories

混合の部 優勝 南市レッド★スターズ ミックス

第 3 位 啓成 C

第 3 位 佐田坂尻 S･SEVEN GIRLS

第 3 位 郷市ビーフジャーキー

準優勝 佐田坂尻ファイターズ

準優勝 久々子レインボースマイル

準優勝 新庄マウンテンファイターズ

↓ 代表で認定書を受け取った山本孫実さん ( 中央 )

8 月 8 日に、農業経営改善計画認定書の交付式が町
役場で行われました。
　同計画は、効率的で安定した農業経営を目指して農
業者が作成しているもので、町からの計画認定により
さまざまな支援措置が受けられます。
　計画期間は 5 年間で、今回再認定を受けた山本孫実
さん・朝子さん(家族協定)は2回目の更新となりました。

安定した農業経営を目指して

農業経営改善計画認定書交付式
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美浜町役場

お
知
ら
せ

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課 ( 担当・大同 ) ☎ 32‐6701

救
急
医
療
週
間
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
9
月
9
日
は｢

救
急
の
日｣

と
定

め
ら
れ
、
こ
の
日
を
含
む
1
週
間(

9
月

3
日
~
9
日)

は
救
急
医
療
週
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
の
救
急
件
数
が
集
計
開

始
以
来
過
去
最
多
の
約
７
２
３
万
件
と
な

り
ま
し
た
。

｢

救
急
の
日｣

や｢

救
急
医
療
週
間｣

で
は
、
救
急
医
療
や
救
急
業
務
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
や
周
囲
の
人
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
、
救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
ど
う
か

迷
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
う

い
っ
た
場
合
、
相
談
で
き
る
窓
口
が
あ
り

ま
す
。
救
急
車
は
地
域
の
限
ら
れ
た
資
源

で
す
。
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
適
正
な

利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ(

愛
称｢

Ｑ
助｣)

　

総
務
省
消
防
庁
が
作
成
し
た
ウ
ェ
ブ
版
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
ア
プ
リ
で
、
症
状
に
よ

る
緊
急
性
を
判
断
し
、
救
急

車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ
た
と
き

に
役
立
ち
ま
す
。

●

子
ど
も
医
療
電
話
相
談
事
業
（
＃
８
０
０
０
）

　

厚
生
労
働
省
が
提
供
す
る
全
国
同
一
の

短
縮
番
号
サ
ー
ビ
ス
で
、
専
門
の
看
護
師

と
通
話
で
き
、
お
子
さ
ん
の
急
な
症
状
に

対
し
て
適
切
な
対
処
の
仕
方
や

病
院
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

福
井
県
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報

　

シ
ス
テ
ム
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い

　

県
内
に
あ
る
医
療
機
関
や
薬

局
の
検
索
、
役
立
つ
医
療
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
（
＃
７
１
１
９
）

　

電
話
口
で
医
師
や
看
護
師
、
相
談
員
が

お
話
を
伺
い
、
病
気
や
け
が
の
症
状
を
把
握

し
て
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
か
、
急

い
で
病
院
を
受
診
し
た
方
が
い

い
か
、
受
診
で
き
る
医
療
機
関

は
ど
こ
か
等
を
案
内
し
ま
す
。

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
︲
１
１
９
０

問

　

水
道
料
金
は
、
皆
さ
ん
が
使
用
し
た
水

量
に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。
正
確
な
検
針

が
で
き
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

水
道
検
針
に
ご
協
力
をお

願
い
し
ま
す

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当･

渡
辺)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
１
３
４
１

問
●  

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

自
動
車
や
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

●  

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
中
は
、水
や
泥

が
入
ら
な
い
よ
う
、い

つ
も
き
れ
い
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
料
金
が
急
に
高
く
な
っ
た
り
、

水
の
出
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
、

漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
の
確
認
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
で

簡
単
に
で
き
ま
す
。

●

確
認
方
法

①　

宅
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
る
。

②　

①
の
状
態
で
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
や
赤
い
針
が
動
い
て
い
る
場

合
、
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
先(

宅
内)

で
漏
水
し
て
い
ま
す
。

漏
水
か
な
？
と
思
っ
た
ら

〜
早
期
発
見･

早
期
修
理
を
〜

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当･

金
田)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
１
３
４
１

問 ●

宅
内
漏
水
の
場
合

　

美
浜
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

(

指
定
工
事
店)

へ
連
絡
し
、調
査
・
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、修
理
費
用

は
利
用
者
の
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

●

水
道
料
金
の
一
部
減
免

　

や
む
を
得
な
い
漏
水
に
つ
い
て
は
、
水

道
料
金
の
一
部
を
減
免
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

漏
水
に
よ
る
減
免
を
受
け
る
に
は
、
町

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
よ
る
修
繕

の
後
、
修
理
証
明
書
と
減
免
申
請
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
上
下
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●  

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
草
を

刈
る
等
、
検
針
が
し
や
す
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
特
に
夏
は
草
木
の
生
育

が
早
く
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が

隠
れ
て
し
ま
い
、
検

針
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

みはまシナプスプロジェクト
ワークショップ～みんなが本音で話し合う場として～

　現在、町が行っている ｢ みはまシナプスプロジェクト ｣ では、

さまざまなテーマで、子どもから大人まで幅広い方が参加できる

ワークショップを開催しています。

　

に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
は
、
地
域

の
核
と
な
る
重
要
な
エ
リ
ア
で

あ
り
な
が
ら
、
豊
か
な
里
山
風

景
と
趣
あ
る
建
築
が
多
数
存
在

し
、
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

空
家
や
空
地
は
、有
効
活
用

す
る
こ
と
で
に
ぎ
わ
い
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も

活
発
な
議
論
が
さ
れ
、
ま
ち
の

課
題
や
や
っ
て
み
た
い
こ
と
の

提
案
等
、
貴
重
な
意
見
は
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
計
画
に
反
映
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

INTERVIEW ワークショップに参加した方の感想

■ 実際に行ったワークショップの事例
　7 月 18 日に、｢ にぎわいゾーン ｣ 整備に関するワークショッ

プを町役場で開催しました。

　このワークショップは、福井大学の野嶋慎二教授や福井大学

工学部の学生と合同で開催したもので、当日は公募メンバーを

含む町民や応援クルー、オンラインでの参加者等約 50 人が 6

グループに分かれ ｢ にぎわいゾーンをどんな場所にしたいか ｣

等をテーマにワークショップを行いました。

　幅広い年代や多様な仕事・活動を行っている方が集まることで、

さまざまな発想が生まれた一方、｢懐かしさ｣｢夕日｣｢水場｣｢チャ

レンジ ｣ というキーワードが多くのグループで出ました。

　同ワークショップで出た意見や福井大学との共同研究の結果を

もとに、今後にぎわいゾーンの全体イメージを作っていきます。

　次回以降のワークショップへ参加をご希望の方は、町まちづく

り推進課までお問い合わせください。

■ ワークショップとは
　ワークショップとは ｢ 参加者が主体的に参加する体験型の講

座 ｣ のことをいいます。

　ワークショップでは、他の方の意見を聞き、自分の意見を伝え、

本音で話し合うことを通して、今や未来によりふさわしい解決策

や納得できる落としどころを見つけていきます。

　みはまシナプスプロジェクトでは ｢ 正解のない答えをみんな

で作っていく｣ というワクワクする場づくりを目指し、ワーク

ショップを ｢ 対話を生み出す場 ｣ として位置付けています。

　今後もさまざまなテーマでワークショップを開催していく予定

です。｢ 私たちが町を動かしている！｣ という感覚をみんなで体

感しましょう。

吉野 壮
そ う ま

馬 さん

＝福井大学大学院 1 年＝

7 月 18 日のワークショップでファシリテーターを務めた

↑各グループの発表を全員で聞く参加者

↑テーマの共有 ↑オンラインで初挑戦
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※お問い合わせ先 町エネルギー政策課(担当・三田) ☎32‐6716

町から発信される防災情報について

情 報 種 別
情報伝達手段

戸別
受信機

屋外
スピーカー

防災
アプリ

行政
ホームページ

国民保護情報 ゲリラ、テロ、ミサイル発射情報等 ○ ○ ○ ○

地震津波情報

大津波警報 ○ ○ ○ ○

津波警報 ○ ○ ○ ○

津波注意報 ○ ○ ○ ○

震度速報　※震度 4 以上 ○ ○ ○ ○

東海地震予知情報 ○ ○ ○ ○

東海地震注意情報 ○ ○ ○ ○

気象等の
特別警報

大雨単独

状況に応じて
町から情報発信

○ ○

大雨以外 ○ ○

気象警報 気象警報 ○ ○

気象情報

土砂災害警戒情報 ○ ○

記録的短時間大雨情報 ○ ○

竜巻注意情報 ○ ○

  〇自動連携あり

　町では、防災情報伝達システムを運用しています。このシステムは、J アラート
( ※ 1) から国民保護情報 ( ※２) 及び特定の地震津波情報や気象情報等が発表され
た場合、自動連携により各種情報伝達手段から情報発信を行っています。
　自動連携により発信を行う情報と情報伝達手段は、次のとおりです。

※ 1 緊急地震速報等の緊
急情報を、国が人工衛
星及び地上回線を通じ
て、全国の都道府県及
び市町村等に送信し、
市町村の情報伝達シス
テムを自動起動するこ
とで、人手を介せず瞬
時に情報を伝達するシ
ステム

※ 2 外部からの武力攻撃、
あるいは大規模テロ等
が迫っている時、また
は発生したときに関係
する地域の方に注意を
呼びかけるための情報

美浜町防災
アプリを
ダウンロード！

　

前
人
権
擁
護
委
員
の
瀬
戸
弘
勇
氏(

早

瀬)

・
吉
本
典
子
氏(

菅
浜)

の
任
期
満
了

に
伴
い
、
7
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
新
た
に
石
丸
悦
子
氏(

山
上)

・
高
木
正

氏(

日
向)

が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人

権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
見

守
り
、
も
し
も
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に
適
切
な
処

置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自
由
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

　
　

福
井
地
方
法
務
局
敦
賀
支
局

☎
25
︲
０
１
７
４

問
　
　

人
権
擁
護
委
員

新

石丸 悦子 氏 ( 山上 )高木 正 氏 ( 日向 )

10
月
と
11
月
に
、
次
の
2
つ
の
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る
お

宅
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
票
の

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

住
宅･

土
地
統
計
調
査

住
戸(

住
宅
及
び
住
宅
以
外
で
人
が
居

住
す
る
建
物)

に
居
住
し
て
い
る
世
帯
を

対
象
に
、
総
務
省
統
計
局
が
5
年
毎
に
実

施
す
る
調
査
で
す
。
今
年
は
10
月
1
日
を

基
準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

住
戸
に
関
す
る
実
態
や
現
住
居
以
外
の

住
宅
及
び
土
地
の
保
有
状
況
、
そ
の
他
の

住
宅
等
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
に
関
す
る

実
態
を
調
査
し
、
そ
の
現
状
と
推
移
を
全

国
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
住
生
活
関
連
諸
施
策
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●

漁
業
セ
ン
サ
ス

水
産
業
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
世
帯

や
法
人
を
対
象
に
、
農
林
水
産
省
が
5
年

毎
に
実
施
す
る
調
査
で
す
。
今
年
は
11
月

1
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

漁
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
、
漁
村
、

水
産
物
流
通
・
加
工
業
等
に
つ
い
て
調
査

し
、
漁
業
を
取
り
巻
く
実
態
と
変
化
の
総

合
的
な
把
握
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課(

担
当･

山
口)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
１

問

※お問い合わせ先 町農業委員会事務局(担当・大道) ☎32‐6706

農業委員及び農地利用最適化推進委員の改選について

区
域 担当地区

農業委員 最適化推進委員
会長 地区リーダー 地区担当農業委員 地区担当推進委員

北･

南
地
区

早瀬、笹田、日向
久々子、松原

中村博昭
( 松原 )

浅妻孝彦
( 大藪 )

松下勝美 ( 久々子 ) 加茂知之 ( 久々子 )

気山、大藪、金山
久保、郷市

山本和美 ( 郷市 ) 福田新八 ( 郷市 )

耳
地
区

河原市、南市、和田
木野、佐柿、麻生

大野克弥
( 木野 )

大塩友之 ( 佐野 ) 寺尾和美 ( 佐野 )

野口、佐野、上野
興道寺

軍場康代 ( 興道寺 ) 中川文雄 ( 興道寺 )

新庄、小三ヶ、宮代
中寺

髙木宏和 ( 新庄 ) 籔ノ内太喜 ( 興道寺 )

東
地
区

坂尻、山上、太田
佐田 山本文昭

( 竹波 )

由利博 ( 佐田 ) 石丸好通 ( 山上 )

北田、菅浜、竹波
丹生

山本光雄 ( 菅浜 ) 桃井和幸 ( 北田 )

　町農業委員会では、7月20日に農業委員の任期満了に伴う改選が行われ、新たな農業委員11人が

戸嶋町長から任命されました。

　また、農地利用の最適化の推進を目的とした｢農地利用最適化推進委員｣の任期満了による改選も行

われ、新たに7人が農業委員会から委嘱されました。

【美浜町農業委員･推進委員一覧(任期:令和5年7月20日～令和8年7月19日)】 (敬称略)

(仮称)三十三間山風力発電事業環境影響評価方法書の縦覧と説明会について

※ 意見書提出及びお問い合わせ先　株式会社ジャパンウィンドエンジニアリング　 ☎ 03‐6441‐3648

■ 縦覧書類 ( 仮称 ) 三十三間山風力発電事業
環境影響評価方法書

■ 電子縦覧 株式会社ジャパンウィンド
エンジニアリングホームページ
URL：https://jwe.co.jp/

■ 縦覧場所 町役場 1 階　情報公開コーナー

■ 縦覧期間 9 月 14 日 ( 木 ) ～ 10 月 18 日 ( 水 )

( 土・日・祝日を除く開庁時間内 )

■ 意見の提出方法
　環境影響評価方法書について、環境保全の見
地から意見をお持ちの方は、縦覧場所にある用
紙に住所・氏名・意見 ( 理由を含む ) を記入し、
意見書箱に投函してください。

■ 意見の
　受付期間 9 月 14 日 ( 木 ) ～ 11 月 2 日 ( 木 )

住民説明会を開催

■ 日時 9 月 21 日 ( 木 ) 午後 7 時～

■ 場所 町生涯学習センターなびあす

コミュニティルーム

( 仮称 ) 三十三間山風力発電事業環境影響評
価方法書の説明会を開催します。

　株式会社ジャパンウィンドエンジニアリングが、若狭町及び滋賀県高島市の行政界周辺で

調査を行っている風力発電事業計画について、環境影響評価における調査、予測及び評価の

手法を取りまとめた｢環境影響評価方法書｣を縦覧し、住民説明会を開催します。

ダウンロード
はこちら！
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町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当･

本
間)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
１
３

問
　

町
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

生
活
の
安
定
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
子
育
て
応
援
券
を
発
行
し
ま
す
。

美
浜
っ
子
子
育
て
応
援
券
の

発
行
に
つ
い
て

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、18
歳
以
下(

※)

の
児
童
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
。(

基

準
日
は
7
月
1
日)

●

交
付
対
象
者

※
平
成
17
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

1
万
円
分

(

５
０
０
円
券
20
枚)

●

金　
　

額

｢

美
浜
っ
子
子
育
て
応
援
券
取
扱
店｣

の

表
示
が
あ
る
お
店
で
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

●

取
扱
店
舗

12
月
31
日(

日)

●

使
用
期
限

　

応
援
券
は
、
8
月
中
旬
に
対
象
者
に
送

付
し
ま
し
た
が
、
就
学
等
で
町
外
に
居
住

す
る
児
童
で
、交
付
対
象
者
に
監
護
さ
れ
、

か
つ
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
に
つ
い
て
は

別
途
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
町
こ
ど
も
未

来
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
等

の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●

そ
の
他

1 助成対象となるドック 1日ドック、2日ドック、脳ドック

性

別

1日ドック 2日ドック 脳ドック

一般的な
検査料金 助成限度額 一般的な

検査料金 助成限度額 一般的な
検査料金 助成限度額

男性 45,100円 21,000円
71,500円 32,000円 49,500円 22,000円

女性 48,400円 23,000円

3 助成額 原則として、県内の医療･検診機関で受診した基本料金の2分の1です。ただし、交通費や

オプション等による追加料金は対象となりません。なお、助成限度額は次のとおりです。

■助成限度額

① 各ドックを受診する前に、必ず申請をお願いします。

② 助成は、1日ドック･2日ドック･脳ドックのいずれか1つに限ります。

③ 町が行う特定健診を受診する方は助成対象になりません(脳ドックを除く)。

④ 助成期間内に定員に達した場合は、募集を締め切ります。

6 注意事項

4 申請手続き(助成までの流れ)

① 印鑑を持参し、町住民環境課窓口で申請書をご記入ください。

② 町から助成決定通知書を送付します。

③ 検診機関に予約を取り、受診後に料金の全額を検診機関にお支払いください。

④ 受診結果･問診票･領収書･助成金請求書を町住民環境課に提出してください。

⑤ 指定口座に、助成金を振り込みます。

5 助成期限 令和6年3月31日までに受診した方

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当・八木/濵野) ☎32‐6703

人間ドックの検診費用を助成します
～美浜町国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ～

2 対象者と募集人数

区分 美浜町国民健康保険加入者 後期高齢者医療加入者

対象者
検診日当日、35歳以上の被保険者で町税
及び国民健康保険税に滞納がない世帯の方

検診日当日、被保険者で町税及び後期高
齢者医療保険料に滞納がない方

募集人数 各ドック10人 各ドック2人

　
　

福
井
地
方
法
務
局
敦
賀
支
局　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
25
︲
０
１
７
４

問
　

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
相
続
登
記

の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

相
続
登
記
の
申
請
が義

務
化
さ
れ
ま
す

◆
相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相

続
人
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ

と
を
知
っ
た
日
か
ら
3
年
以
内
に
相
続

登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

◆
遺
産
分
割
の
話
し
合
い
が
ま
と
ま
っ
た

場
合
に
は
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
は
、
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
日
か
ら

3
年
以
内
に
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た

登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
6
年
4
月
1
日
以
前
の
相
続
も
義

務
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
相
続
登
記

に
つ
い
て
更
に
知
り
た
い
と
き
は
、
最

寄
り
の
法
務
局
ま
た
は
専
門
家(

司
法

書
士
・
弁
護
士)

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
制
度
の
詳
細
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
法
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

法務省
ホームページ

　

町
で
は
、
自
転
車
を
利
用
す
る
町
民
の

皆
さ
ん
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
進
す
る

た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
に
係
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
児
童
ま
た
は

幼
児
か
ら
全
国
民
を
対
象
に
努
力
義
務
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
費
補
助
金
の
対
象
者
を
全
町
民
と
す
る

要
綱
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補
助
金

交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
辺
憲
虎)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
３

問
　

購
入
価
格
の
2
分
の
1

(

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

　

限
度
額
:
２
,
０
０
０
円

●

金
額(

変
更
な
し)

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
町
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
者

●

対
象
者(

改
正
後)

　

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
が
貼
付
さ
れ
た
新
品
の
自

転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

●

対
象
ヘ
ル
メ
ッ
ト(

変
更
な
し)

　

申
請
方
法
等
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

そ
の
他

美
浜
町
役
場
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

県
交
通
ま
ち
づ
く
り
課

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
７
７
４

問 ふ
く
い
の
電
車
・
バ
ス｢

幸
福｣

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
公
共
交
通
機
関
の
大
切
さ
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
県
民
の

皆
さ
ん
が
体
験
さ
れ
た
県
内
を
運
行
す
る

電
車
・
バ
ス
に
ま
つ
わ
る
心
あ
た
た
ま
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

9
月
29
日(

金)

ま
で

●

募
集
期
間

２
０
０
字
程
度

●

字
数

一
般
:
大
賞
商
品
券
5
万
円　

他

高
校
生
以
下
:
大
賞
図
書
カ
ー
ド　

1
万
円　

他

●

賞

　

原
稿
用
紙(

任
意
様
式)

と
応
募
用
紙

を
以
下
の
宛
先
に
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送

●

応
募
方
法

　

▼
郵
送

　

〒
９
１
０
︲
８
５
８
０

　

福
井
市
大
手
3
丁
目
17
︲
1

福
井
県
庁
未
来
創
造
部
新
幹
線
・
交
通

ま
ち
づ
く
り
課｢

ふ
く
い
の
電
車
・
バ

ス
思
い
出
エ
ピ
ソ
ー
ド｣

作
品
募
集
係

　

▼
メ
ー
ル

carsave@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

●

応
募
先

募
集･

申
請
等

　
　

町
総
務
課(

担
当･

浜
野)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
０

問
8
月
か
ら
、
町
役
場(

庁
舎)

の
外
壁

補
修
、
屋
上
防
水
等
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

工
事
期
間
は
、
令
和
6
年
1
月
末
ま
で

の
予
定
で
す
。
そ
の
間
、
庁
舎
全
体
に
足

場
を
設
置
し
ま
す
が
、
業
務
は
通
常
ど
お

り
行
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
工
事
音
の
ほ
か
、
外
壁
補

修
に
使
用
す
る
薬
剤
の
臭
い
が
す
る
場
合

が
あ
る
た
め
、
来
庁
者
の
安
全
確
保
や
換

気
等
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

※
工
事
期
間
は
天
候
等
に
よ
り
延
長
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

↑改修工事を行う町役場 ( 庁舎 )

Mihama　Information
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Mihama　Information

教
室･

講
座･

説
明
会
等

●

費　

用

１
,
３
０
０
円

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
花
束
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
づ
く
り

　

広
口
の
筒
型
ボ
ト
ル
に
閉
じ
込
め
た
の

は
豪
華
な
花
束
。
オ
イ
ル
の
中
で
ふ
わ
っ

と
花
が
広
が
る
姿
は
圧
巻
で
す
。

9
月
2
日(

土)

・
10
日(

日)

午
前
10
時
~
11
時
30
分

●

日　

時

●

定　

員

各
日
10
名

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
︲
６
１
６
２

9
月
は
、
毎
週
土
曜
日
の
ト
マ
ト
の
収

穫
体
験
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
メ
ニ
ュ
ー

は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、
Ｆ

Ａ
Ｘ(

47
︲
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー
ル

(en
gei-ken

@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

)

で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
2
色
の
ポ
テ
ト
コ
ロ
ッ
ケ
ラ
ン
チ

づ
く
り
教
室

9
月
3
日(

日)

午
前
10
時
~
正
午

●

日　

時

●

費　

用

１
,
５
０
０
円

　

紫
色
の
じ
ゃ
が
い
も
と
男
爵
を
使
っ
た

2
色
の
コ
ロ
ッ
ケ
の
ラ
ン
チ
を
作
り
ま
す
。

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
日
8
家
族(

グ
ル
ー
プ)

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
2
~
3
名
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
育
児
講
座｢

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ｣

9
月
12
日(

火)

午
前
10
時
30
分
~
11
時
15
分

●

日　

時

●

対　

象

お
子
さ
ん
の
首
が
座
っ
て
い

る
町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

申　

込

8
月
28
日(

月)

~

　
　
　
　
　

9
月
8
日(

金)

●

内　

容

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

定　

員

10
組

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･

山
田)

☎
32
︲
０
１
９
２

問 ◆
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば｢

消
防
署
見
学｣

9
月
19
日(

火)

午
前
10
時
30
分
~
11
時

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

申　

込

9
月
4
日(

月)

~
15
日(

金)

●

内　

容

消
防
署
ま
で
お
散
歩
し
、
消

防
車
や
救
急
車
を
見
せ
て
も

ら
い
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●

集
合
場
所

町
子
ど
も
・
子
育
て

　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

●

定　

員

15
組

●

講　

師

伊
林
理
恵
氏

(

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

認
知
症
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

9
月
20
日(

水)

午
後
1
時
30
分
~
3
時

●

日　

時

●

会　

場

な
び
あ
す

●

対　

象

ど
な
た
で
も(

町
民
限
定)

●

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

山
本)

☎
32
︲
６
７
０
４

問 ●

申　

込

　

左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

内　

容

　

認
知
症
を
理
解
し
、
み
ん
な
で
支
え
合

う
社
会
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

●

講　

師

　

藤
本
寛
巳
氏(

敦
賀
温
泉
病
院
嶺
南

　
　
　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
課
長)

イ
ベ
ン
ト･

行
事

ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
２
０
２
３
を

開
催
し
ま
す

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

暮
ら
し
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て｢

ふ

く
い
健
康
長
寿
祭
２
０
２
３｣

を
開
催
し

ま
す
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

9
月
24
日(

日)

●

日　

時

　

▼
は
あ
と
ぴ
あ

　

・
体
験　

　
　

ふ
ま
ね
っ
と
体
験
、
脳
ト
レ
体
験

　

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
　

骨
密
度
測
定
、
呼
吸
機
能
検
査
、

　
　

血
管
年
齢
測
定
等

　

・
趣
味
の
作
品
展

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
日
本
画
・
書
・

彫
刻
等
の
作
品
展
示

　

▼
美
浜
町
西
郷
健
康
ひ
ろ
ば

　

・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
体
験

●

場
所
・
内
容県

民(

年
齢
不
問)

●

対　

象

●

申　

込

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
体
験
の
み

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●

費　

用

無
料

問
　
　

福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
０
７
７
６
︲
24
︲
２
４
３
３

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会
を開

催
し
ま
す

9
月
9
日(

土)

午
前
9
時
~
正
午

●

日　

時

●

会　

場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

対　

象

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

●

費　

用

無
料

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
︲
３
７
４
７

問 ●

そ
の
他

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

9
月
の
自
殺
予
防
週
間
に
合
わ
せ｢

悩

み
ご
と
総
合
相
談
会｣

を
開
催
し
ま
す
。

法
律
や
こ
こ
ろ
、
就
労
、
依
存
症
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
が
可
能
で
す
。

●

方　

法

対
面
に
よ
る
個
別
相
談

未
ホームページは

こちら

２
０
２
３
年
度
自
衛
官
等
を

募
集
し
ま
す

募集種目 資　　格 受付期間

自衛官候補生  18歳以上33歳未満  年間を通じて募集中

一般曹候補生  18歳以上33歳未満 9月5日(火)まで

航空学生

●海上:18歳以上23歳未満

●航空:18歳以上21歳未満

 ※ 高卒(見込含)または高専
　 3年次修了者(見込含)

9月7日(木)まで

　
　

自
衛
隊
敦
賀
地
域
事
務
所

☎
23
︲
２
０
２
６

問

原
子
力
規
制
委
員
会
行
政
職
員
を

募
集
し
ま
す

●

受
付
期
間

9
月
1
日(

金)

~
10
月
23
日(

月)

●

募
集
職
種

　

・
原
子
力
検
査
官

　

・
原
子
力
防
災
専
門
官　

他

　
　

原
子
力
規
制
庁
人
事
課
採
用
担
当

☎
03
︲
３
５
８
１
︲
３
３
５
２

問 ●

求
め
る
人
材

・
原
子
力
施
設
の
運
転
、
保
全
、
検

査
、
設
計
等
に
専
門
性
が
あ
る
方

・
放
射
線
廃
棄
物
管
理
・
処
分
に
専
門

性
が
あ
る
方

・
火
災
、
防
災
、
放
射
線
、
土
木
、
建

築
等
に
専
門
性
が
あ
る
方

・
そ
の
他

募集ページは
こちら(9月1日
から公開予定)

※
詳
細
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

東
京
美
浜
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

及
び
会
員
募
集
に
つ
い
て

　
　

東
京
美
浜
会
広
報
担
当

☎
０
９
０
︲
９
３
０
８
︲
７
３
９
５

　
　

メ
ー
ル:m

iham
akai@

gm
ail.com

問

　

首
都
圏
在
住
の
美
浜
町
出
身
者
が
集
う

｢

東
京
美
浜
会｣

を
ご
存
知
で
す
か
。

　

東
京
美
浜
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

美
浜
町
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
35
年
前
に
結
成
し
、
地
元
で
活
躍
し
て

い
る
方
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
町
の
発
展

に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
首
都
圏
に
不
慣
れ
な
方
の

サ
ポ
ー
ト
や
故
郷
に
つ
い
て
語
り
た
い
が

チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
い
う
方
へ
の
機
会
提

供
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
第
35
回
東
京
美
浜
会
総
会
・
懇
親
会

10
月
21
日(

土)

正
午
~
午
後
2
時
50
分

●

日　

時

●

会　

場

東
京
都
港
区
明
治
記
念
館

●

費　

用

非
会
員
:
８
,
０
０
０
円

◆
懇
親
会
特
別
企
画

●

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

　

館
長
大
野
康
弘
氏
講
演
会

●  

美
浜
町
や
福
井
県
の
魅
力
を
県
内

外
に
発
信
し
て
い
る
若
手
チ
ー
ム

｢R
o
u
te2

7

ち
ゃ
ん
ね
る｣

と
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◆
ア
ピ
ー
ル
パ
ネ
ル
＆
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム

　

総
会
後
に
開
催
予
定
の
懇
親
会
で
、
ビ

ジ
ネ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、イ
ベ
ン
ト
等
、

故
郷
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
の
情
報
発
信

や
パ
ネ
ル
展
示
、ス
ピ
ー
チ
が
で
き
ま
す
。

●

申
込
期
限

10
月
10
日(

火)

●

申
込
先　

東
京
美
浜
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

メ
ー
ル: m

ih
am

akai@
gm

ail.co
m

●

展
示
料
金　

無
料(

会
へ
の
参
加
料
金
別)

●

展
示
物　
　

ポ
ス
タ
ー
等

●

そ
の
他　
　

詳
細
は
、メ
ー
ル
に
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
会
員
募
集
中

　

東
京
美
浜
会
で
は
、
若
狭
地
区
内
は
も

と
よ
り
、
福
井
県
内
出
身
者
と
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。
友
人
や
家
族
等
、
若
狭

地
域
や
福
井
県
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

↑第 34 回東京美浜会総会

●

搬
入
方
法　

10
月
20
日
ま
で
に
左
記
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

(

送
付
先)

〒
１
０
７
︲
８
５
０
７

　

東
京
都
港
区
元
赤
坂
2
丁
目
2
︲
23

　

明
治
記
念
館
東
京
美
浜
会
会
場
宛
て


